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た。そこへ50 nM ～5 pMに調製した蛍光標識ストレプトアビジン(Cy5-SA)を結合し，蛍光
強度を計測した。またAFP検出では，SiO2表面のアミノ化を行い，クロスリンカーを用い





(a)        (b) 
図 1 (a)Au-SiO2, (b)Ag-SiO2 プラズモニック























(a)                                 (b) 
図 2 (a)Au-SiO2, (b)Ag-SiO2 チップにおける検量線：非特異吸着による蛍光強度の平








































Concentration of AFP / g mL-1
